












はじめに 

最近の医学の進歩により,精神遅滞児の寿命が著しくのびるなど症児らのライフサイクル

に大きな変化がもたらされている。こうした現実から治療教育,特に幼児期におけるそれに

おいて療育の基本指針を，個々の社会適応技術獲得のつみ重ねとする生活重点主義は再検

討される時期にきているといえよう。 

こうした観点から,われわれは療育の基本指針づくりとして将来の自立的な社会適応行動

へ応用される基礎となる豊かで柔軟な認知能力の形成,発展を促すことが極めて重要な柱

となってくると考えている。 

本研究の目的は,このような点をふまえたうえで,幼児期における精神遅滞,ダウン症など

において,表象機能の発達水準にあわせた認知発達を促す治療教育の指針作りの手引きの

作成と実践プログラムの作成及び療育の効果の判定の方法の開発におかれている。今年度

は,東京大学医学部附属病院精神神経科小児部 Day Care(以下デイ・ケアと略す)において

行なわれている認知発達を促す治療教育の効果判定を中心に検討した。 


